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１.はじめに  

 近年,鋼殻と鉄筋コンクリートから構成される合成セグメントが用

いられている.主断面の設計手法は鋼殻部を鉄筋と同様に，引張補強

部材とみなした RC 理論が一般に用いられている．鋼殻部については，

鋼製セグメントと同様に主桁とスキンプレートを設計断面としてい

るが，スキンプレートの有効幅については厚さの 25 倍の範囲のみに

限定している.本稿では「その 1」で実施した要素試験結果を踏まえ,

スキンプレートの有効幅を広げることを目的とする補強を施した 2

種類の実大供試体による単体曲げ試験について報告する. 

２.構造概要  

 図－2 に合成セグメントの供試体概念

図を示す.塗りつぶした範囲が有効断面

である.タイプ①，②に共通して，内面

に配置した周方向鉄筋と鋼殻の縦リブ

とをフック状に加工した幅方向鉄筋に

より一体化させている.タイプ①につい

ては，周方向鉄筋をスキンプレートに溶

接している.これにより主桁・内外面の

周方向鉄筋・スキンプレート全幅を有効

断面とできるかどうかを検証する.タイ

プ②については，スキンプレートに幅方

向鉄筋を溶接しており,主桁・周方向鉄

筋・スキンプレート全幅を有効幅とでき

るかを検証する.タイプ①，②について

正曲げ，負曲げの単体曲げ試験を実施し

た.本稿では正曲げ試験について記述す

る.表－1 には本試験の供試体諸元を示

す. 

３.試験方法 

 図－4に試験概要図を示す.支持スパン

3436mm,載荷スパン600mmとし,2点載荷,

両端可動支持条件にて載荷を行った.各

タイプにおいて,耐力および剛性の評価

の他,スキンプレートのひずみを計測し,

スキンプレートの有効幅について検証し

た. 
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表－1 供試体諸元 

タイプ① タイプ②

外径 (mm)

幅 (mm)

厚さ (mm)

f'ck (N/mm2)

厚さ (mm) 3 3

有効幅 (mm) 734 734

材質 SM490A SM490A

高さ (mm) 127 127

厚さ (mm) 16 16

材質 SM490A SM490A

鉄筋径 D13 D13

本数 (本) 6 6

材質 SD345 SD345

鉄筋径 D16 -

本数 (本) 4 -

材質 SD345 -
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４.試験結果  

 ここでは,正曲げ試験の結果について記述する.

表－2に材料物性値の設計値と実測値を示す.  

(1)タイプ① 

 図－5 にタイプ①の曲げモーメント M－鉛直変位

δv の関係図を示す.ひび割れ発生前は RC 理論によ

り算定した計算値と近似した勾配を示し,ひび割れ

発生後は計算値に近づく挙動を示している.最大モ

ーメントは112.3(kN･m)であった. なお,変位の計測

は計測装置の関係で 95(mm)付近で終了している.図

－6にスキンプレートの幅方向ひずみ分布を示す.計

測位置に関わらず計算値付近に分布しており,周方

向鉄筋をスキンプレートに溶接したことによりスキ

ンプレートが全断面有効に作用していることが推測

される. 

(2)タイプ② 

 図－7 にタイプ②の曲げモーメント M－鉛直変位

δv の関係図を示す.ひび割れ発生前は計算値と近

似した勾配を示しているが,ひび割れ発生後の変位

が大きく,スキンプレートを全幅有効とした計算値

より剛性が小さいと考えられる.耐力については

102.3(kN･m)であり,設計上の破壊荷重を下回る結

果となった.また,図－8 に示したスキンプレート

の幅方向ひずみ分布は位置により計測値がばらつ

いており,今回の鉄筋配置では想定していたスキン

プレートの有効幅を確認することができなかった

と考える. 

５.結論 

タイプ①については各実測値が計算値と近似し

ており,またスキンプレートのひずみ分布が幅方向

位置に関わらず均一であり,スキンプレートを有効

活用できる構造であると考える.一方,タイプ②につい

ては,ひずみの分布にばらつきが生じており,幅方向鉄

筋の間隔を狭めるなどの改良が必要と考える. 

６.おわりに 

 今回実施した性能試験により,スキンプレートの有効

幅を広げる手法の一つを確認することができた.今後,

さらなる合理的な構造や,経済的な製造方法の検証を図

る所存である. 
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表－2 材料物性値 

設計値 42.0 N/mm2 33.0 kN/mm2

タイプ①実測値 58.5 N/mm
2 36.6 kN/mm

2

タイプ②実測値 66.1 N/mm2 36.7 kN/mm2

圧縮強度

コンクリート

ヤング係数

0

20

40

60

80

100

120

0 20 40 60 80 100

δv(mm)

M
(k
N
・
m
)

ひび割れ発生前計算値

ひび割れ発生後計算値

Mc=11.2kN･m

Ma=39.1kN･m

My=59.1kN･m

Mu=102.9kN･m

最大M：102.3kN･m

ひび割れ発生M：20.4kN･m

図－5 M-δv 関係図(タイプ①) 
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図－6 スキンプレートひずみ分布図(タイプ①) 

図－8 スキンプレートひずみ分布図(タイプ②) 

図－7 M-δv 関係図(タイプ②) 

※スキンプレートは全断面有効とし, 

 規格値を用いて算出した. 

※スキンプレートは全断面有効とし, 

 規格値を用いて算出した. 
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